
KANAZAWA DX MEETING

第５回金沢市ＤＸ会議

令和３年８月25日（水）15時から
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会議次第
１ 開会

２ 議事
（１）金沢市における「GIGAスクール構想」について
（２）金沢市デジタル戦略の進捗について

（報道退席）

３ 意見交換

４ 閉会
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KANAZAWA DX MEETING

金沢市における
「GIGAスクール構想」について
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GIGAスクール構想とは

Ｇlobal and
Ｉnnovation
Ｇateway for
All

国際的で
革新的な
入口を
全ての人のために

これからの時代を生きる子ども達にとって
誰一人取り残すことのない公正な教育を
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誰一人取り残さないためには
１人１人に合わせた学びの環境・教育（授業改善）が必要

これまでの
教育実践の蓄積

ICT
１人１人の学習状況に

合わせた深い学びが可能に× ＝

１人あたり１台の端末の配付 校内にWi-Fi環境の整備

１人１人に合わせたコンテンツや教材の配信が可能
学習状況がデータ化され、教職員が把握しやすい環境へ
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金沢市の現状

児童生徒・教職員に
１人１台端末を整備

国のGIGAスクール構想を受け、全市立小中学校に端末及び
ネットワークを整備し、令和３年４月より学校での利用を開始

各教室に１台ずつ無線APを
設置し、Wi-Fi環境を整備

HP Chromebook x360 11 G3 EE

Cisco MR-46

HP aruba515 

小中全79校
35,844台配備
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学校ネットワークの現状
従来からある教職員用の校務系ネットワークに加え、新たに児童生徒

用の学習系ネットワークを敷設。２つのネットワークが分離して存在。

教員が利用
校務系ネットワーク

主に児童生徒が利用
学習系ネットワーク

学校から
データセンターに集約

Google
Cloud

成績や指導に
関するデータ

ドリル等の学習
に関するデータ

学校から
直接インターネットへ

物
理
的
に
分
離
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学校での活用例
１人１台端末（Chromebook）を活用し、授業をICT化

授業支援ソフトウェア
「ミライシード」を利用

株式会社ベネッセコーポレーション
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導
入
導
入

学習のめあてをつかみます

〇１人１台端末を用いてＱＲコードの動画や補足資料を読み取ることで、意欲的
に取り組ませる 【例１】

〇大型ディスプレイや１人１台端末に拡大提示された、画像、音声、動画などか
ら提示内容を視覚的に捉えさせる 【例２】

〇大型ディスプレイや１人１台端末を用いて、提示された作業方法や実演の映
像を確認し、学習活動を焦点化する 【例３】

◆問題意識を高める
◆学習の見通しを立てる活動を取り入れる

【例１】 【例２】 【例３】

◎学校での活用例 「 ICT版金沢型学習スタイル 」の実践

9



展
開
展
開

自分で考えます

〇写真・動画等の詳細な観察情報や記録を基に自分の考えや根拠 を書かせる
【例１】

〇１人１台端末に配付されたワークシートに考えを書かせる 【例２】
〇インターネット等を用いて情報収集させる 【例３】
○スピーチ、朗読、書写、運動、演奏、道具の使い方などの活動の様子を記録・
再生して繰り返し見直すよう促す など 【例４】

◆書く時間と場を保障したり、考えをもつための具体的な活動
を設定したりする

【例１】 【例２】 【例３】 【例４】

◎学校での活用例 「 ICT版金沢型学習スタイル 」の実践
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展
開
展
開

自分で考えます

〇ミライシードのオクリンクやムーブノート、G-suiteの機能を用いて根拠や過程
を書かせる など 【例】

【例】

◆書く内容や書き方について指導する

◎学校での活用例 「 ICT版金沢型学習スタイル 」の実践
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展
開
展
開

◆相手や目的に応じた分かりやすい説明を促す

◆発言内容の確実な理解を促す

◆自分の考えとの共通点や相違点を整理して聞くよう促す

〇大型ディスプレイや１人１台端末等を用いて、個人の考えを整理して伝え合う
【例１】

〇１人１台端末等を使って文章や動画で表現や考えを共有し、何度も見直しな
がら話し合うことで、新たな表現や考えに気付かせる など 【例２】

自分の考えを伝え合います

【例１】 【例２】

◎学校での活用例 「 ICT版金沢型学習スタイル 」の実践
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展
開
展
開

◆共通点や相違点、よりよい表現を考える活動を取り入れる

◆分類したり、特徴を考えたりする活動を取り入れる

◆関連付けて解釈したり、総合的に考察したりする

活動を取り入れる

〇ミライシードのオクリンクやムーブノートの機能を用いて、比較したり分類した
りする 【例１】

〇学習を深めるためにオンライン会議等により学校外の専門家や地域の方と交
流する場を設ける など 【例２】

みんなで考えを深めます

【例１】 【例２】

◎学校での活用例 「 ICT版金沢型学習スタイル 」の実践
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終
末
終
末

◆自分の言葉でまとめるよう促す

◆振り返る活動を取り入れ、次時の学習への意欲
につなげる

◆個々の理解度や達成度等を把握し、変容の自覚を促す

「わかった」「できた」をまとめます

〇１人１台端末に配付されたワークシートに課題に対するまとめや振り返りを書
かせる 【例１】

〇ミライシードのドリルパークを用いることで、各自のペースで理解しながら学習
を進める 【例２】

○ミライシードのドリルパークを用いて個々の学習履歴を把握し、指導に生かす
など 【例３】

【例１】 【例２】 【例３】 ミライシードのカタログより抜粋

◎学校での活用例 「 ICT版金沢型学習スタイル 」の実践

14



学校での活用例 ソフトウェアの活用

これまで：黒板のみ
「１人分の考えを共有」

個々の考え方を瞬時に共有し、理解を深める

これから：端末と大型ディスプレイ
「全員の考えを瞬時に共有」

旧 新 拡大も可能

15



学校での活用例 実習授業での活用

プロの動きを
大型ディスプレイで確認

体育や理科など座学以外の授業でも端末を活用

新

端末のカメラで
写真を撮影・共有
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KANAZAWA DX MEETING

利用推進への取組
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利用推進への取組① 持ち帰り学習の試行
夏休みを活用したオンライン登校日の実施

持ち帰り学習の試行として、家庭からの利用を実践
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利用推進への取組② HPに専用ページを追加
各家庭におけるWi-Fi接続の方法など

家庭での利用に関するマニュアル・FAQを掲載
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利用推進への取組③ 教員向けICT研修

GIGAスクールに関する研修メニューを整備・実施

※ は悉皆
は希望者又は各校で実施

管理職

管理職研修

情報教育担当者
GIGAｽｸｰﾙ推進ﾘｰﾀﾞｰ
若手研修ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

担当者研修

金沢市1人1台
端末「スタート７」

自主研修等

校内研修

選択研修

ICT版金沢型
学習スタイル

初任教員
中堅教員

法定研修

全教員
全学校

全教員・全学校
悉皆研修

全教員

ICT活用
状況調査
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利用推進への取組④ 好事例の発信・共有

各校の取組の好事例等を紹介する
「GIGAスクール通信」を市教委が発行

学校

教育委員会

定期的に好事例を発信し、全体で共有

好事例を収集 発信・共有
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利用推進への取組⑤ 校長会議のオンライン化

これまで集合実施していた校長会議（約８０名）をオンラインで実施

メリット
・会議開催のリード

タイムが大幅に短縮 → 緊急事案へ迅速に対応
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KANAZAWA DX MEETING

今後の展望
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今後の展望① 校務支援システムの導入

校務系データの管理をシステム化
県内同一の校務支援システムを導入し、教員の負担を軽減

（R4.1本稼働）

学校ごとに異なる方法で管理
Excelマクロなどを利用

学校ごとに異なる方法で管理
Excelマクロなどを利用

これまで これから

県内同一のシステムに導入し、
教員の働き方改革を促進

県内同一のシステムに導入し、
教員の働き方改革を促進

校務支援システムの主な機能

成績管理
通知表管理
出席簿・欠席簿の管理
健康診断の管理
体力テストの管理 など

統
一
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今後の展望② ネットワークを超えたデータ連携
国の動向 ～スマートスクール・プラットフォーム～

校務系データと学習系データを連携し、可視化基盤を構築
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今後の展望③ ネットワークを超えたデータ連携
国の動向を踏まえ、金沢市も可視化基盤の構築を！

～ KANAZAWAスマート・スクールプロジェクト～

学習データ

テスト結果
など

令和３年度 先進地の事例等の情報収集
令和４年度 システムの明確化・予算編成
令和５年度 モデル校での試行実施

校務データ

成績
など

データを集約・可視化
個別最適化された教育が

可能に
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KANAZAWA DX MEETING

今後の課題
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今後の課題① 市の強みである伝統・文化を深く学ぶには
紙とデジタルを融合し、より深い学びを実現

金沢市特有のコンテンツを収集し、学習での活用を推進

（例）二次元バーコードを使用し、
関連するページへリンク
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慣れている

慣れていない

よく使う、ノウハウがたまる

分からない、あまり使わない

教職員のITリテラシーの底上げが必要

教職員のITリテラシーに大きな差が生じてくる懸念

クラウド上の
各種サービスが
増えてくる中

差がどんどん
広がっていく

今後の課題② 端末の活用頻度
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今後の課題③ 全体で統一されている学習資源

小１～中３それぞれのレベルに応じたものを
学校目線で利活用できるものは積極的に導入を検討

児童生徒が自ら学べる各種サービス・アプリ・コンテンツの拡充

（例）小１ キーボードが打てない
→ スクリーンタッチで学べるものが必要
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KANAZAWA DX MEETING

（２）金沢市デジタル戦略の進捗
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◎ ○ △
完了 着手済 これから

① オンライン手続きの推進 4 9 1
②窓口のデジタル化 3 4 0
① ペーパーレス化の推進 2 3 0
② テレワークの推進 3 3 0
③AI等の最新技術を活用した業務改革 3 15 0
① シビックテック活動の推進 0 4 0
② 地域（町会、福祉等）活動のデジタル化 1 6 0
③ 地域産業のデジタル化支援 1 7 0
④ 金沢MaaSの推進 1 3 0
⑤ デジタルによる関係人口の創出・拡大 1 5 0

基本方針 施策

[1] 新しい生活様式における
　　行政サービスの提供

[2] 職員の働き方を改革する
　　スマートワークの実践

[3] 地域社会における
　　デジタル化の促進

金沢市デジタル戦略の進捗（概要）① ◎：完了
○：進行中
△：これから着手
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全９８施策のほとんどが着手済、21施策（22%）が完了！

金沢市デジタル戦略の進捗（概要）② ◎：完了
○：進行中
△：これから着手

◎ ○ △
完了 着手済 これから

[4] デジタル社会の担い手の育成 ① 市民等のデジタル人材育成支援 2 3 0
② 職員のデジタル人材育成 0 4 0
① 生活サービスに活用可能なデータ基盤
　の整備

② 行政や観光情報データの市民への
　見える化・利活用の推進

合計 21 76 1

基本方針 施策

[5] デジタル化を実現するための
　　環境整備

3 0

0 7 0

0
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進捗状況

○
◎

○

○

○

◎

◎：完了
○：進行中
△：これから着手

完了!

完了!
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進捗状況

△

○

○
○

◎
◎

○
○

◎：完了
○：進行中
△：これから着手

完了!

完了!
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進捗状況

○

◎

○

○

◎

○

◎

◎：完了
○：進行中
△：これから着手

完了!

完了!

完了!
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進捗状況

○

◎

○

○

◎

◎：完了
○：進行中
△：これから着手

完了!

完了!
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ペーパーレス推進に向けた目標設定について

１．コピー用紙使用料削減
令和４年度

（2020～2022）
東京都

（2017～2021）

削減率△50％(2019年比較） 削減率△50％(2016年比較)

２．庁内ペーパーレス会議の実施
庁内ペーパーレス状況調査（R3.4実
施）において、ペーパーレス会議の実
施率７０％以上の課が全体の55％だっ
たため、令和３年度末までに100％
を目指す。

東京都※のコピー用紙使用量削減
目標を参考に設定
※2017～2021の5年間で削減目標50％

常に（95％以上） 32% 常に（95％以上）
だいたい（70％以上） 23% だいたい（70％以上）
時々（30-70％） 21% 時々（30-70％） 0%
ほぼない（30％以下） 16% ほぼない（30％以下） 0%
ない（5％以下） 8% ない（5％以下） 0%

回答 目標

100%
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進捗状況

○

◎

○

○

◎

◎

◎：完了
○：進行中
△：これから着手

完了!

完了!

完了!
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進捗状況

○

○

○

○

○
○

○
○
○

◎：完了
○：進行中
△：これから着手
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進捗状況

◎
○
○
◎

◎
○

○

○
○

◎：完了
○：進行中
△：これから着手

完了!

完了!

完了!
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進捗状況

○

○

○
○

◎：完了
○：進行中
△：これから着手
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進捗状況

○
◎

○

○

○

○
○

◎：完了
○：進行中
△：これから着手

完了!
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進捗状況

○
○

○

○
○
○

◎
◎

◎：完了
○：進行中
△：これから着手

完了!

完了!
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③地域産業のデジタル化支援
「金沢未来のまち創造館」の開設(令和３年8月11日)

[３]地域社会におけるデジタル化の促進
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進捗状況

○
◎

○
○

◎：完了
○：進行中
△：これから着手

完了!
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進捗状況
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○
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完了!
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進捗状況

○

○

○

◎

◎

◎：完了
○：進行中
△：これから着手

完了!

完了!
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進捗状況

○
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○
○
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○：進行中
△：これから着手

49



進捗状況

○

○
○

◎：完了
○：進行中
△：これから着手
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進捗状況

○
○
○
○
○

○

○

◎：完了
○：進行中
△：これから着手
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バージョン1.5

①今年度に新たに開始した施策

②自治体DX推進手順書
・自治体DX全体手順書
・自治体情報システムの

標準化・共通化に係る手順書
・自治体の行政手続の

オンライン化に係る手順書

③今年度の実績を反映
等

追加
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意見交換
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次回のＤＸ会議について

日時 ：令和３年9月22日（火）１６時～
テーマ：各委員からの提言（新年度事業）
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